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町の人口 令和２年11月１日現在

世帯数 2,326戸 (－７)

総人口 6,753人 (－27)

男 3,322人 (－７)

女 3,431人 (－27)

(10月中の異動)

出生 ０人 転入 ３人

死亡 11人 転出 19人

11
月
に
入
り
、
気
温
が
ぐ
っ
と
下
が
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
冬
支
度
は
も
う
お
済
で
し
ょ

う
か
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、
今
年
の
降
雪
量
は

北
日
本
日
本
海
側
で
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
弱

い
た
め
、
平
年
並
み
か
少
な
い
予
報
の
よ
う
で

す
。
昨
年
は
驚
く
ほ
ど
雪
の
少
な
い
冬
で
し
た

が
、
そ
こ
ま
で
で
な
く
と
も
今
年
も
穏
や
か
な

冬
に
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
10
月
24
日
(土
)に

大
石
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の
ス
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ン
体
験
会
が
あ
り
、
最
近
運
動
不
足
な
こ
と

も
あ
り
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ン
と
は
、
二
点
間
に
張
り
渡
し
た
専
用
ラ
イ
ン

の
上
で
バ
ラ
ン
ス
を
楽
し
む
遊
び
で
、
簡
単
に

言
う
と
綱
渡
り
を
低
く
短
く
し
て
誰
で
も
楽
し

め
る
よ
う
に
進
化
さ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
歩

き
方
は
、
肩
の
力
を
抜
い
て
背
筋
を
伸
ば
し
、

手
を
し
っ
か
り
使
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
視

線
は
前
方
に
向
け
て
片
足
立
ち
を
交
互
に
繰
り

返
し
て
少
し
ず
つ
進
む
こ
と
。
書
く
の
は
簡
単

で
す
が
、
こ
れ
が
非
常
に
難
し
く
、
最
初
の
一

歩
目
だ
け
で
も
な
か
な
か
進
め
ま
せ
ん
。
足
が

ぐ
ら
ぐ
ら
と
揺
れ
て
、
生
ま
れ
た
て
の
小
鹿
の

よ
う
。
ま
ず
は
正
し
い
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
る
よ
う
で
す
…
。

た
だ
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
は
練
習
す
る
と
誰

で
も
上
手
く
な
れ
る
と
の
こ
と
。
運
動
効
果
も

高
い
そ
う
な
の
で
、
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

(松
)

※この人数は外国人も含めたものです。

携帯・スマホから
アクセスできます

山形県大石田町ホームページ 現在資料館で開催中の「角二山遺跡発掘50周年記念企画展 大石田
の遺跡と遺物 展」に寄せて、今回は角二山遺跡をご紹介します。
角二山遺跡は1970年（昭和45年）最北職業専修学校建設中にその存
在が明らかになりました。これを受けて本格的な発掘調査が実施され
た結果、複数の文化層（ヒトの生活の痕跡が残る地層、下の層ほど古
い時代）があることがわかりました。堆積した表土や各時代を示す地
層の下、第一文化層（最上層）では縄文時代前期末頃（約5,500年前）
の遺構（昔の建築物・穴の跡など）が見つかり、その下の第二文化層
からは、後期旧石器時代（約30,000年前～約12,000年前）の細石刃石
器（小型で刃を持つ打製石器）群が確認されました。角二山遺跡とい
えば復元された竪穴住居が目に付いてしまい、縄文時代の遺跡として

｢角二山遺跡発掘50周年記念企画展 大石田の遺跡と遺物展｣は
令和３年１月31日まで

の面が強調されます。そのため第二文化層から出土された細石刃石器群が全国的に注目されていることはあ
まり知られていません。
この遺跡が見つかる以前、北海道と新潟では細石刃石器群が確認されており、それらの影響関係が指摘さ
れていました。しかし二地点をつなぐ場所からの出土がなく、連続性を関連付けられませんでした。そんな
中、角二山遺跡から東北地方で初めて5,000点以上に及ぶ細石刃石器群が見つかります。これにより地理的
空白が解消され、北海道を含む東北日本の細石刃石器の研究が深まることになりました。
北海道東部、湧別川沿岸には、旧石器時代の白滝遺跡群が密集しています。この遺跡群の細石刃に特徴的
な製作技術を「湧別技法」と呼び、同様の技法が北東アジアやシベリア付近でも確認されています。一方、
本州で多く見られるのは、湧別技法とその他の技法を併用して製作された細石刃です。このことから、石器
製作技術は大陸の北部から北海道を経て本州（東北部）に伝播し、その過程で環境に適応しながら複合的な
技法が採用されたと考えられています。この考えに基づくと、湧別技法が多くを占める角二山遺跡の細石刃
は、北海道から本州に流入した最初期の段階のものだということになります。
さらに角二山遺跡の細石刃に使われた黒曜石は、元素分析により北海道白滝・赤石山産と推定されていま
す。実は湧別技法の名前のもととなった湧別川上流は有数の黒曜石の原産地でもあります。これらのことか
ら角二山遺跡とは､北海道から黒曜石を携えてやってきた､石器製作技術を持つ集団が残した遺跡ではないか
と考えられます。もし角二山遺跡にこのような人々がやってきた時代がわかれば、北海道から本州へ渡った
時期を知ることができ、環境史の成果と照らし合わせることでその背景や理由を考えることもできるのです。
角二山遺跡だけでなくその他の町内遺跡の紹介や出土遺物を展示しております。興味のある方は是非お立
ち寄りください。

角二山遺跡で出土した細石刃
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今
年
も
、
も
う
す
ぐ
冬
本
番
。
大
石
田
町
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

大
石
田
町
で
は
、
雪
み
ち
で
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
快
適
な
冬
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
町
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
克
雪
に
取
り
組
む
「
道
路
除
雪
事
業
実
施
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

雪
へ
の
対
策
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
で
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
冬
で
も
快
適
に
生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
除
雪
計
画
で
定
め
る
路
線
延
長
は
、

機
械
除
雪
88
．
５
㎞
と
消
雪
道
路
４
．
９
㎞
を
あ

わ
せ
て
総
延
長
93
．
４
㎞
で
す
。
こ
れ
は
、
町
道

総
延
長
１
３
３
．
７
㎞
(歩
道
を
含
む
)の
69
．
９

％
に
あ
た
り
ま
す
。

幹
線
道
路
・
生
活
道
路
を
含
め
て
除
雪
を
実
施

し
、
道
路
の
安
全
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

朝
の
出
勤
時
間
帯
に
降
雪
量
が
10
㎝
に
達
す
る

と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
午
前
２
時
に
町
の
除
雪

車
が
一
斉
出
動
し
ま
す
。
通
勤
・
通
学
に
必
要
な

幹
線
道
路
か
ら
順
に
除
雪
を
行
い
、
原
則
と
し
て

午
前
６
時
30
分
ま
で
に
１
車
線
を
確
保
し
ま
す
。

た
だ
し
、
大
雪
の
場
合
な
ど
は
除
雪
が
遅
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
歩
道
除
雪
作
業
も
、
降
雪
量
10
㎝
を
目

安
に
実
施
し
ま
す
。

流
雪
溝
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
の
使
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
水
が
流
れ
る
時
間
以
外
は
雪
を
入
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
雪
口
は

一
人
で
雪
を
流
す
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
複
数

人
で
雪
を
一
度
に
入
れ
る
と
雪
が
詰
ま
り
、
地
区

全
体
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
み
ん
な
が
安
心
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
、
雪
捨
て
場
と
し
て
町
内
７
箇
所
を
指

定
し
て
い
ま
す
。
雪
を
捨
て
る
際
は
指
定
さ
れ
た

場
所
に
お
願
い
し
ま
す
。
雪
と
一
緒
に
ゴ
ミ
な
ど

を
捨
て
る
と
、
不
法
投
棄
と
な
り
処
罰
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
捨
て
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、排
雪
作
業
の
際
は
、

周
囲
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
事
故
の
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
防
止
対
策
と
し
て
、
凍

結
抑
制
剤
を
散
布
し
て
融
雪
を
促
進
し
ま
す
。

散
布
は
、
降
雪
が
な
く
路
面
が
凍
結
し
、
除
雪

車
が
出
動
し
な
い
場
合
に
、
比
較
的
急
な
坂
道
や

交
差
点
、
踏
切
付
近
な
ど
を
中
心
に
、
町
内
21
箇

所
で
実
施
し
ま
す
。

凍
結
抑
制
剤
を
散
布
し
ま
す

降
雪
量
10
㎝
を
目
安
に
一
斉
出
動

令
和
２
年
度
の
除
雪
計
画

雪
を
捨
て
る
場
合
は
決
ま
っ
た
場
所
へ

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

除雪作業にご協力を除雪作業にご協力を除雪作業にご協力を
冬
の
安
全
を

冬
の
安
全
を

み
ん
な
の
力
で

み
ん
な
の
力
で

■建設課 管理グループ ☎３５－２１１１【内線232・233】

１．転落防止の中網は、絶対にはずさない。
２．機械での大量投雪はしない。
３．投雪時間を守る。
４．ゴミは捨てない。
５．使用後は、きちんと閉める。
６．投雪口の向きは正しく。（車道側が開閉）

｢流雪溝｣の投雪ルールを守って｢流雪溝｣の投雪ルールを守って｢流雪溝｣の投雪ルールを守って
快適な冬の生活を送りましょう。快適な冬の生活を送りましょう。快適な冬の生活を送りましょう。

町では、冬を快適に過ごせるように、流雪溝の整備や道路の除雪などさ
まざまな事業を行っています。しかし、雪みちの安全を確保するためには、
皆さんのご協力が不可欠です。
そこで、１月と２月の第２日曜日を「雪みち愛護デー」として、各地区

の取り組みをお願いしています。
雪で見通しの悪くなった場所の排雪や流雪溝・消雪道路の状況点検、排

雪マナーの確認など、町民みんなで力を合わせ安全で安心な雪みちの確保
に努めましょう。

１月と２月の第２日曜日は ｢雪みち愛護デー｣

実 施 日
１月10日(日)
２月14日(日)
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国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢
者
世

代
を
支
え
る
世
代
間
の
助
け
合
い
の
仕
組

み
で
す
。
ま
た
、
老
後
だ
け
で
は
な
く
、

障
害
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や
一
家
の

働
き
手
を
な
く
さ
れ
た
と
い
っ
た
、
も
し

も
の
時
に
支
え
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

11
い い

月30
みらい

日は｢年金の日」11
い い

月30
みらい

日は｢年金の日」11
い い

月30
みらい

日は｢年金の日」
11月30日は「年金の日」です。この機会に「ねんきん定期便」や「ねんきんネ

ット」で年金記録と受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみません
か。「ねんきんネット」ではいつでも自身の年金記録を確認できるほか、記録を基
に様々な受給パターンを試算することができます。

｢ねんきんネット」はパソコンやスマートフォンから
自身の年金情報を確認できるサービスです。
「ねんきんネット」でできること
① 年金記録の確認
② 将来の年金見込額の試算
③ 電子版「ねんきん定期便」の閲覧
④ 日本年金機構から郵送される各種通知書の確認や再交付 など

以下をご用意いただき、日本年金機構のホームページの
新規登録画面から、必要事項を入力してください。

・アクセスキー(※１) ・基礎年金番号(※２) ・メールアドレス等

未来の生活設計について考えてみませんか

年金記録の確認は簡単・便利な｢ねんきんネット｣をご利用ください。

「ねんきんネット｣利用登録からサービス利用までの流れ

マイナンバーカードがあればマイナポータルからもアクセスできます。ぜひご利用ください。

｢ねんきんネット｣に関するお問い合わせは…
℡0570-058-555(ナビダイヤル) または、 ねんきんネット 検索

➡➡

ねんきん定期便などに記載されている17桁の番
号です。この番号を使用して申し込むとユーザ
ＩＤをすぐに取得できます。

年金手帳などに記載されている10桁
の番号です。

※１アクセスキー(ねんきん定期便に記載） ※２基礎年金番号(年金手帳に記載）

その１

その２ その３
アクセスキーをお持ちの場合
⇒ユーザＩＤが発行されます
アクセスキーをお持ちでない場合
⇒日本年金機構で本人確認を行い、1週間ほど
でユーザＩＤをハガキでお届けします。

ユーザＩＤとパスワード
を使用して｢ねんきんネッ
ト｣にログインしてくださ
い。

障害のある方が次の３つの要件をすべて満た
している場合は、国民年金・厚生年金の障害年
金を受けることができます。

①年金制度加入中に初診日があること
※20歳前または60歳から65歳までの間に初診
日がある場合も対象になります。

②一定の障害の状態にあること

③一定の保険料を納付していること

障害年金を受けるには、本人または家族によ
る年金請求手続きが必要です。まずは役場町民
税務課または新庄年金事務所にご相談ください。

年金に関するお問い合わせは
■ 新庄年金事務所 ☎0233-22-2050(自動音声案内後５番）
■ 役場町民税務課 住民グループ ☎35-2111(内線123）

ご存知ですか？ご存知ですか？ご存知ですか？
障害年金障害年金障害年金年金に関するさまざまな疑問や質問に新庄年

金事務所の職員がお答えします。また、手続き
もできます。
◆日 時 毎月第２木曜日

午前10時～午後３時
※正午～午後１時を除く

◆場 所 役場１階 101会議室
◆持ち物 年金手帳（証書）、印鑑、

預金通帳、本人確認書類 など
※年金相談は、電話予約制となっております。

予約先「新庄年金事務所」
℡0233－22－2050
（自動音声案内後５番）

年金相談所を開設年金相談所を開設年金相談所を開設

【これからの開設予定日】
12月10日(木)・１月14日(木)
２月10日(水)・３月11日(木)

国民年金保険料免除について
経済的な理由等で保険料を納付することが困難な場合は、「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50
歳未満）」、学生の方は「学生納付特例制度」をご利用ください。保険料の一部免除を受けた方は、残り
の免除されていない保険料を納めないと「未納」という扱いになってしまいます。保険料が納め忘れの
状態で万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない
場合があります。未納期間のある方や納付書をなくされた方は、役場町民税務課または年金事務所にご
相談ください。

納めていただいた国民年金保険料は「社会保険料控除」として、全額が所得控除の対象となります。
年末調整や確定申告の際には、この控除証明書が必要ですので申告の時期まで大切に保管してください。

詳しくは下記までお問い合わせください。
【ねんきん加入者ダイヤル】 ℡ 0570-003-004（ナビダイヤル）

※ご家族の国民年金保険料を納付された場合、ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ、申告してください。

社会保険料(国民年金保険料）社会保険料(国民年金保険料）
控除証明書をお送りします控除証明書をお送りします

令和２年１月１日から９月30日までの間に
国民年金保険料を納めた方

令和２年10月1日から12月31日までの間に
今年初めて国民年金保険料を納めた方

11月上旬に送付されます

翌年２月上旬に送付されます

➡
➡

➡ ➡
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ルディックウォーキング教室が10月31日(土)
に行われ、町内外からの参加者14人が秋の大

石田を歩いて楽しみました。
ノルディックウォーキングは２本のストックを使

って行うウォーキングで、大石田スポーツクラブで
は定期教室のほかに、会員以外の方も参加できる土
日イベントを定期的に開催しています。今回のイベ
ントでは、あったまりランド深堀をスタートして紅
葉鮮やかな最上川沿いなどを歩きました。参加者は
ウォーキングを楽しんだあと、あったまりランド深
堀でそばを味わい秋の大石田を満喫しました。

ノ

ノルディックウォーキングでノルディックウォーキングで
秋を満喫秋を満喫

児童がそば刈り体験児童がそば刈り体験
ばの刈取り体験が10月27日(火)大石
田南小学校近くのそば畑で行われ、

児童や関係者など21人が参加しました。
これは、横山地域農地・水・環境保全組

織田沢部会(森秀雄部会長)の協力で、毎年
実施されている事業です。児童らは作業前
に指導者の井上邦義さんや小内正美さんか
ら説明を受け、鎌で一生懸命にそばを刈取
っていました。また、刈取り後には足踏み
機を使った昔ながらの脱穀作業も体験しま
した。

そ

石田ライオンズクラブ(石川明文会長)が10月28日
(水)に役場を訪れ、村岡町長に７月豪雨の災害ご

み撤去作業の終了を報告しました。
これは同クラブが７月豪雨災害で集積された災害ごみ

の一部を、ライオンズクラブＬＣＩＦ災害復興支援金を
活用して実施したもので、クラブ員18人で災害ごみの分
別や積み込み作業を行い、委託した業者が運搬処分を行
いました。
大変ありがとうございました。

大

大石田ライオンズクラブが大石田ライオンズクラブが
災害ごみ撤去作業の終了を報告災害ごみ撤去作業の終了を報告

立図書館(虹のプラザ内)では新型コロナウイルス
感染症感染拡大防止のため、除菌ボックスを設置

しました。除菌ボックスは、図書館の入口脇に設置され、
本を借りるときなどに自由にご利用いただけます。本を
入れてボタンを押すだけの簡単な操作で利用できます。
ぜひご利用ください。
また、現在、図書館ではＮＨＫ連続テレビ小説「エー
ル」の主人公古関裕而さん特集を開催中です。じつは、
大石田町の町民歌も古関裕而さんに作曲していただいた
ものです。この機会にぜひお越しください。

町
除菌ボックスをご利用ください除菌ボックスをご利用ください

石田にぎりばっと部(髙橋陽介部長)が11月10
日(火)に役場を訪れ、町に義援金を寄贈しま

した。これは、同部が令和２年７月豪雨災害のチャ
リティーイベントとして10月25日(日)にKOE no
KURAで開催した､｢ちょこっとにぎフェス｣に来場
された方からいただいた義援金やイベント出店団体
の売上金の一部を義援金としていただいたものです。
大変ありがとうございました。

大
にぎりばっと部が義援金を寄贈にぎりばっと部が義援金を寄贈

の火災予防運動が11月９日から15日までの
一週間行われました。

運動期間に先立ち９日(月)には、役場正面玄関
で三浦清孝団長はじめ団員約30人が参加して防火
キャラバン出発式が行われました。三浦団長は
「各家庭で暖房器具を使い始める季節になった。
火災ゼロを目指してしっかり防火の啓発を行いた
い」と決意を述べました。団員らはその後各班の
車両に乗り込み、地区で防火標語のチラシを配り
火の用心を呼びかけていました。

秋

火の用心火の用心
消防団員が呼びかける消防団員が呼びかける
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☎ 電話 35-3877
公式ＨＰ http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library/index.html “みんなでのりきろう”

■開館時間 午前９時～午後７時(日曜日・祝日は午前９時～午後５時)
■休 館 日 毎週木曜日･年末年始他 《12月の休館日》３日㈭･10日㈭･17日㈭･24日㈭･28日㈪～31日㈭

※ご協力をお願いいたします。感染拡大の状況により変更する場合がありますので、最新の開館・サービス状
況については、図書館公式ホームページをご覧いただくか、図書館までお問い合わせください。

～芸能分野で語り継がれる人たち～～芸能分野で語り継がれる人たち～

映画･演劇･歌謡･舞踊……。今回は芸能分野において活
躍した方々に関する本をピックアップしてご紹介します。

『キネマの玉手箱』
(大林宣彦 著、ユニコ 舎刊)
｢尾道三部作｣などでも知られる

映画監督で文化功労者の大林宣彦
さん。病と闘う者として、自主映
画の作家として、敗戦国の軍国少
年として、未来を生きる人として、
人生哲理を語る一冊。 ※すべて町立図書館蔵書

『昭和声優列伝
テレビ草創期を声でささえた名優たち』
(勝田久 著、駒草出版 刊)
ラジオドラマ、洋画の吹き替え、

そしてアニメ番組…。戦後から高
度経済成長期にかけて日本の大衆
文化を支え続けた、人気声優32
人の貴重な証言集。

ＮＨＫ連続テレビ小説『エール』の主人公・古山裕一のモデルとなった作曲家・古関裕而氏。
みなさんは古関氏が大石田町民歌「虹の断片」を作曲していたことをご存じでしょうか？

古関裕而氏関連の資料を現在展示していますので、ぜひご覧ください。

●図書館展示●

古関裕而氏特集
～ 大石田町民歌「虹の断片」の作曲者 ～

古関裕而氏特集古関裕而氏特集

〈大石田町立図書館展示図書 ※貸出しています〉
①『古関裕而珠玉の30曲 その誕生物語』(塩澤実信 著、展望社 刊）
②『古関裕而の昭和史 国民を背負った作曲家』(辻田真佐憲 著、文藝春秋刊）
③『君はるか 古関裕而と金子の恋』(古関正裕 著、集英社インターナショナル 刊）
④『古関裕而・金子その言葉と人生』(菊地秀一 著、宝島社 刊)
⑤『鐘よ鳴り響け 古関裕而自伝』(古関裕而 著、集英社 刊）

●展示場所／大石田町町民交流センター「虹のプラザ」１階
大石田町立図書館出入口付近

12月上旬
まで展示予定

｢山形県スポーツ
県民歌｣も作曲！

大
石
田
町
防
災
訓
練
が
10
月
18
日
(日
)に

東
町
公
民
館
前
で
行
わ
れ
、
東
町
地
区
自
主

防
災
会
な
ど
の
地
区
住
民
や
消
防
団
第
２
分

団
を
中
心
と
し
た
町
の
消
防
団
員
ら
約
２
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
町
内
で
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
住
民
ら
の
避
難

訓
練
や
消
防
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
、
有
限

会
社
ヤ
マ
キ
自
動
車
の
協
力
で
災
害
対
応
車

に
よ
る
電
気
供
給
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
者
ら
は
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
や

煙
が
充
満
し
て
視
界
が
効
か
な
い
場
所
で
の

避
難
の
仕
方
な
ど
実
践
的
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技
術
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を

図
り
な
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ら
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
ま
し
た
。

町では「大石田町防災マップ」を全
戸に配布しています。災害はいつどこ
で発生するか予測できません。
日ごろから地域や家庭で、地域の危険
箇所や避難場所を確認しておくことが
早めの避難につながります。この機会
に防災マップを再確認し、家庭での備
えを万全にしましょう。

防災マップの再確認を！ ❻❻

❶
／
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練

❷
／
地
区
住
民
に
よ
る
火
災
通
報
訓
練

❸
／
地
区
住
民
に
よ
る
初
期
消
火

訓
練

❹
／
地
震
の
揺
れ
を
疑
似
的
に
体
験
で
き
る
起
震
車
で
は
、
消
防
署
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
机
の
下
へ

の
避
難
の
仕
方
な
ど
を
学
ん
だ
。

❺
／
東
町
地
区
自
主
防
災
会
に
よ
る
火
災
防
御
訓
練

❻
／
視
界
の
効
か
な
い

場
所
で
の
避
難
の
仕
方
を
学
ぶ
住
民

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

❺❺

大
石
田
町
防
災
訓
練

大
石
田
町
防
災
訓
練

大
石
田
町
防
災
訓
練

も
し
も
の
災
害
に
備
え
よ
う
！
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男

俳
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短

歌

日曜･休日急患の当番医
12月診療時間：午前８時30分～午後５時

家族の健康管理に気をつけて

日 当番医院名 電話

12月の主な行事予定

６日㈰ おくやま内科医院 (24)0980

13日㈰ さかえクリニック (53)8181

20日㈰ 後 藤 医 院 (35)2034

27日㈰ 神林内科小児科医院 (35)2202

31日㈭ 伊 藤 ク リ ニック (23)3350

日 行 事 予 定

７㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／役場相談室

９㈬
心配ごと相談／午後１時30分～４時／社会福祉協議会

行政相談／午後１時30分～３時30分／虹のプラザ小会議室

10㈭
年金相談／午前10時～午後３時／役場101会議室
※新庄年金事務所への事前予約が必要です。☎0233-22-2050

21㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／役場相談室

23㈬ 農業委員会総会／午後３時／大会議室

28㈪ 御用納め(12月29日～１月３日は役場閉庁となります。)

※都合により日程が変わる場合もありますので、事前にお問い合わせください。

大石田町の交通事故発生状況
(令和２年１月１日～11月15日)
●発生件数 12件 (±０件)
●負傷者数 12人 (±０人)
●死亡者数 ２人 (＋２人)

※( )は前年比

死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ151151日目日目
(11月15日現在)

冬道の交通事故防止強化旬間！

役場で行われ、大石田町の消防団
として長年地域の安全・安心のた
めご尽力いただき、令和２年４月
30日をもって退職された25人に花
田副町長から感謝状が贈呈されま
した。
長年の活動大変お疲れ様でした。

１)冬用タイヤに早めに交換
２)路面の滑りやすさを読む(特に交差点や橋の上を
注意しましょう)

３)ブレーキングは夏場の２倍以上手前から
４)ゆるやかなカーブでも油断しない
５)日陰部分の凍結路面に注意

赤
い
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根
共
同
募
金
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か
い
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意

心
温
か
い
善
意

心
温
か
い
善
意

町
内
の
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
代
表
が
役
場
を
訪
れ
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
募
金
は
、
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大石田中学校の皆さん 大石田小学校の皆さん

大石田北小学校の皆さん 大石田南小学校の皆さん

心
温
か
い
善
意

心
温
か
い
善
意

みちのく村山農業協同組合(折
原敬一代表理事組合長)が10月21
日(水)に役場を訪れ、カーブミラ
ー４基を町に寄贈しました。これ
は、同組合が交通事故対策の一環
として毎年実施しているもので、
これまでに236基を寄贈いただい
ています。
大変ありがとうございました。

この度、安達良信さん
(愛宕町)に『献血100回』
の功績に対して、町から
感謝状が贈呈されました。
安達さんはこれまで
112回の献血を行い、献
血制度に積極的にご協力
いただいています。心温
かい善意のご協力大変あ
りがとうございます。

退職消防団員
感謝状授与式が
11月９日(月)に

•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•

•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•
…
•

退職消防団員へ退職消防団員へ退職消防団員へ
感謝状を贈呈感謝状を贈呈感謝状を贈呈

ＪＡみちのく村山が
カーブミラーを寄贈
ＪＡみちのく村山がＪＡみちのく村山が
カーブミラーを寄贈カーブミラーを寄贈
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飲酒運転撲滅！

期間：12月11日(金)～20日(日)
誰もが知っている｢雪道の滑りやすさ｣・・・
それでも毎年多くの‶スリップ事故”が発生しています。

スリップ事故を防ぐポイント！

ひ
つ
じ


